
























































































地台湾』（中文、聨経出版、2013 年 9 月）、“The Peripheral Body of Empire: 
Shakespearean Adaptations and Taiwan’s Geopolitics,” Re-Playing 
Shakespeare in Asia.（Poonam Trivedi ed., 2010, Routledge）など、主な翻訳






Women and Ancient Japan“（2010）、“Aware. Storia semantica di un 
termine nella poesia giapponese classica”（2012）。主な論文にA ““confucian” 
Epaminondas in Meiji Japan “（2013）、”The Unjami Ritual at Iheya Island in 









la foresta di ciliegi in fiore di Sakaguchi Ango”（1993、講 談 社）、「I demoni 
guerrieri di Ishikawa Jun」（1997）、「Fiabe giapponesi」（1998）などがある。





な著書に Japanese Literature of the Allied Occupation: Vision, Body, Identity 
（「占領期における日本文学：視覚、身体、アイデンティティ」、Brill, 2007）、
Propaganda Performed: Kamishibai in Japan's Fifteen Year War （「パフォー
マンスとしてのプロパガンダ：十五年戦争期の紙芝居」、Brill, forthcoming 
2014）、『振り子の揺れ：連合国軍占領下における紙芝居と検閲』　（鈴木登美、
十重田裕一、堀ひかり、宗像和重編「検閲　メディア　文学、江戸から戦後ま
で」，新曜社、2012） など。
中川　成美（ナカガワ・シゲミ）
立命館大学教授
日本近現代文学・文化。主な著書に「語りかける記憶―文学とジェンダー・
スタディズー」（小沢書店、1999）、「モダニティの想像力―文学と視覚性―」
（新曜社、2009）、共編書に「女性作家集」、新古典文学大系≪明治編≫ 23（岩
波書店、2002）、論文に「支配の言葉・融和の言葉　――　日本語文学という概念
をめぐってー」（郭南燕編「バイリンガルな日本語文学」所収、三元社、
2013）など。
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